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幼児をもつ父親の育児ストレスと関連要因

はじめに
　「夫は外で働き，妻は家庭を守る」という性別

役割分業の下では，父親が経済的基盤を維持する

ため働き，母親が家事を担い，子どもの世話や教

育を行ってきた．しかしながら，1990年代から，

この性別役割分業・意識が揺らぎ，父親に対して

もより幅広い育児への関与が期待されている1）．

また2010年６月には育児・介護休業法の改正に

より，父親の育児休業手得促進が図られている．

さらに，それに呼応するように厚生労働省が「イ

クメンプロジェクト」を始動していることもあり，

男性に育児への積極的参加を呼びかける動きは以

前よりも盛んになっている．今後は，母親と父親

が協力して育児を行っていくことが当然の風潮と

なり，父親と子どものかかわりが増えることが期

待される．

　しかし，そのような流れはあるものの日本にお

いては，父親特有の育児中のストレスやストレス

構造の研究は母親に比べて少ない2)．また，宮本3)

によると，保健医療従事者が育児中の父親と接す

る機会が限られており，研究対象とすることが困

難であることが挙げられている．一方，育児雑誌

「ベビーエイジ」4)の特集で，「育児の悩みはある

か？」と258人の父親に質問したところ，77％の

父親が悩んでいると答えていた．また，近年では

父親に焦点化した育児ストレスの調査5,6）も行わ

れており，父親の育児ストレスに対して対応をと

ることが必要だといえる．父親の育児ストレスと

父親としての認識やストレス対処行動との関連性

について調査された研究がある．岩田ら7)は，父

親になった事実を肯定的に捉え，前向きに努力し，

肯定的に考えて対処する父親は育児ストレスが低
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いことを報告している．また清水ら8)は，育児ス

トレッサーの高い父親は，逃避や回避の対処行動

をとることを報告している．しかし，父親の育児

ストレスについて他の関連要因を調査した研究は

ない．

　さらに，近年は自閉スペクトラム症，注意欠如

多動症等の発達障害をもつ子どもたちが増加して

いるといわれている．このような発達障害を持つ

子どもたちも作業療法の対象となる．その際，子

どもたちへの支援と同様に保護者への支援も重要

となる．しかし，情緒面，行動面の問題等の発達

障害児に起こりやすい問題に対して父親がどのよ

うな影響を受けるのかはわかっていない．本研究

を行い，父親の育児ストレスに関する基礎的情報

を得ることで，将来的には作業療法の対象となる

発達障害を持つ子どもたち，その父親に対する適

切な育児支援の方法を検討することにつなげた

い．

　本研究では父親の育児ストレスとその関連要因

を分析することで，子どもの行動の特徴や対処行

動，ソーシャルサポート，抑うつ度が父親の育児

ストレスに対し，どのように影響しているのかを

見出すことを目的とする．そうして父親のストレ

スを引き起こしやすい要因を明らかにし，具体化

することで父親への育児支援を検討し，父親自身

が育児ストレスに対して客観的に対応するための

情報を提供することを目指している．

方　法
１．対象
　対象は幼稚園，保育園に通園している３〜６歳

の子を持つ父親500名である．

２．調査期間
　2013年12月〜2014年５月

３．調査方法
　Ａ県内の３園の幼稚園，３園の保育園に，研究

者らが準備した調査票を幼稚園教諭または保育士

が配布し協力を呼びかけた．調査票には，調査の

趣旨と個人が特定されないこと，研究以外の目的

には使用されないこと，調査の趣旨に同意した場

合のみ調査へ参加していただく趣旨を記載した．

調査票は園で取りまとめてもらい，研究者らが園

に出向いて回収を行った．

４．質問紙
　調査内容は大きく３つあげられる．

　１つ目は，回答者である父親，子どもの情報等

の「基本属性」，２つ目は，「育児ストレスの程度」，

３つ目は「育児ストレスに影響を与える可能性の

ある要因」である．その要因として今回は，先行

研究において育児ストレスと関係があるとされて

いた「子どもの行動特徴」，「育児ストレスに対す

るコーピング方法」，「ソーシャルサポートの量」，

「うつ病のリスク」をあげた．

１）基本属性

　対象の年齢，子どもの性別・月齢，家族形態，

子どもの人数をたずねた．

２）Parenting Stress Index/Short Form（PSI/

SF）

　この調査票により，「育児ストレス」を評定する．

Abidin9）のThe Parenting Stress Index（PSI）

の日本版を使用した．本研究では『PSI短縮版36

項目』10）を用いた． PSI/SFは「親の苦悩」（例：

私は親としての責任にとらわれていると感じる），

「親−子相互作用の機能不全」（例：私の子どもは，

私が喜ぶことはほとんどしない），「むずかしい子

ども」（例：私の子どもは，他の子どもよりずっ

と泣きやすくむずかりやすい）の３つの下位尺度

からなり，各尺度12項目である．各項目への回

答は「全くそのとおり」から「全く違う」の５段

階となっており，「全くそのとおり」＝５点，「全

く違う」＝１点と得点化する．得点範囲は25〜
125点であり，得点が高いほど育児ストレスが高

いことを示す．

３）Strengths and Difficulties Questionnaire

（SDQ）

　Goodman，R11）が開発したSDQは，子どもの行
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動特徴を測定するための質問紙である．日本語版

も信頼性，妥当性が検証されている12）．SDQは親

が回答し，質問紙は「情緒」，「行為」，「多動不注意」，

「仲間関係」，「向社会性」の５つのサブスケール，

25項目からなる．評価項目は，「他人の心情をよ

く気づかう」，「おちつきがなく，長い間じっとし

ていられない」，「一人でいるのが好きで，一人で

遊ぶことが多い」，「自分からすすんでよく他人を

手伝う（親・先生・友達など）」などがある．

　評価方法は，各項目について「あてはまらない」

＝０点，「まああてはまる」＝１点，「あてはまる」

＝２点と３段階で評価をつける．逆転項目では，

「あてはまる」= ０点，「あてはまらない」= ２点

をつける．そして，「情緒」「行為」「多動不注意」

「仲間関係」「向社会性」のそれぞれのサブスケー

ルスコアの合計点を集計する．「向社会性」得点

を除いた４つのサブスコアの合計がSDQ総得点と

されている．

４）ラザルス式ストレスコーピングインベント

リー（SCI）

　日本健康心理学研究所の日本語版SCI13）を用い

て育児ストレスに対するコーピング法を評価し

た．対象者に最近経験した具体的なストレス状況

を思い出してもらい，その時どう対処したかを各

項目について，「あてはまる」= ２点，「少しあて

はまる」=１点，「あてはまらない」=０点の三段

階で対象者自身が評価するものである．SCIは問

題と情動志向の評価から「問題志向型」ないし「情

動志向型」という２つの対処ストラテジーへの分

類，および８下位尺度からなる対処型(「計画型」

「対決型」「社会的支援模索型」「責任受容型」「自

己コントロール型」「逃避型」「隔離型」「肯定評

価型」)から構成される．問題対処にまつわる64

の質問項目の回答結果から，対処ストラテジー，

対処方を分類する．対処行動における傾向が高い

尺度ほど得点も高くなるように作成されている．

５）日本語版ソーシャルサポート尺度

　日本語版ソーシャルサポート尺度14）では，

「ソーシャルサポートの状態」を評価した．日本

語版ソーシャルサポート尺度は「家族のサポート」

「大切な人のサポート」「友人のサポート」の３つ

の下位尺度と全12項目からなる．「全くそう思わ

ない」= １点，「そう思わない」= ２点，「あまり

そう思わない」= ３点，「どちらとも言えない」=

４点，「ややそう思う」= ５点，「そう思う」= ６

点，「非常にそう思う」=７点をつける．各サポー

ト源の下位尺度別に合計得点を算出する．

６）日本語版K6

　日本語版K615）では，「うつ病リスク」を評価し

た．K6は６項目５件法の尺度であり，過去１ヶ

月間の抑うつ，不安状態を評価する．「全くない」

＝０点，「少しだけ」＝１点，「ときどき」＝２点，

「たいてい」＝３点，「いつも」＝４点をつける．

合計点の範囲は０〜24点である．点数が高いほ

ど抑うつ，不安状態が高いことを示す．

５．分析方法
　分析にはIBM SPSS Statistics19を使用した．

重回帰分析を行い，育児ストレスの関連要因を解

析した．有意水準を５％とした．

６．倫理的配慮
　本研究は長崎大学大学院医歯薬学総合研究

科倫理委員会の承認を得ている（承認番号

13072536）．

結　果
　幼稚園・保育園児500名の父親を対象に，500

部の調査用紙を配布し，122名（24％）から回答

があった．このうち欠損値があるもの，子どもに

何らかの障害があると明言したものを除いた86

名（幼稚園39名，保育園47名）を分析対象とした．

　父親の平均年齢は37.9±6.1歳であった．子

どもの平均月齢は58.3±13.4ヶ月であった．

　父親のPSI総得点を従属変数とし，他の因子を

独立変数として，重回帰分析（ステップワイズ法）

を行った．その結果，有意であった変数は選出順

にSDQの「多動・不注意」，K6の「抑うつ度」，ソー
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シャルサポート尺度の「家族のサポート」，であっ

た（表１）．

考　察
１．育児ストレスと子どもの行動特性
　相関分析の結果では，父親のストレスは子ど

もの「情緒」，「行為」，「多動・不注意」，「仲間

関係」などと関係があることが示唆された．ま

た，重回帰分析の結果から，「多動・不注意」が

父親の育児ストレスに寄与することが示されたた

め，父親の育児ストレスには，子どもの特性の中

で多動や不注意が影響している可能性があると考

えられる．立林ら16)は，父親は子どもの外観や

行動などの様子からの育児ストレスを受けやすい

とし，さらにその要因として父親は育児に不慣れ

であり，子どもと接する時間も母親よりも少ない

からであると述べている．また，父親の育児背景

には，従来からの性別役割分業が残存していると

も合わせて述べている．これらのことから，父親

は日頃育児を中心的に担っているわけではないた

め，子どもの表面的な行動特性からよりストレス

を受けやすいのではないかと推察される．２〜６

歳の子をもつ父親の子どもに対する衝動的感情を

調査した研究17)では，「食べずに遊ぶ」，「ふてく

される」，「きょうだいげんか」，「大事なものにイ

タズラ」といった場面で，約６割の父親が子ども

を怒りとばし，１〜２割が思わずたたくことがあ

ると報告している．これより父親は子どもの行動

に関する知識・対応が不十分で，不適切な関わり

をとりがちであることも推察される．

　したがって，父親の育児ストレスには子どもの

特に多動・不注意に関する行動が影響しているこ

とがわかった．さらに，子ども自体に対する理解，

その子どもの行動に対する対応の難しさに対し父

親が苦悩している可能性があることが窺える．こ

の状態を軽減するためには父親が子どもの行動に

関する知識を得て，対応方法を具体的に理解し実

践する必要がある．多動・不注意を主症状とする

注意欠如多動症にしばしばペアレント・トレーニ

ングが使われるが，父親に対しても有効であるこ

とが明らかにされている18）．例え診断名がなくと

も，多動・不注意傾向のある子どもに悩む父親に

対してはこのような対応を伝達する場が有効であ

る可能性が推察される．

２．育児ストレスとソーシャルサポート
　本調査の結果より，父親への家族からのソー

シャルサポートは育児ストレスの軽減に有効であ

ることが示唆された．柏木ら2）は，父親が適切

なソーシャルサポートを受けることができると育

児不安が和らぐと述べている．さらに，先行研究

では父親の育児ストレスに対して家族以外からの

ソーシャルサポートも有効であることが述べられ

ている．北村ら19)によると，父親の育児ストレ

ス高得点群では家庭外での育児の相談相手がいな

いことが明らかにされており，相談相手の有無が

父親の育児ストレスに影響を与えることが推察で

きる．さらに，福丸ら20)は，子育ての楽しさだ

けではなく，子育てにまつわる葛藤やネガティブ

な感情を聞き合う場が重要であると述べている．

このことから家族からのソーシャルサポートはも

ちろんのこと，それに加えて父親が育児について

話し合ったり，相談したりする場を設定すること

も支援の一つの方法となると考える．

３．育児ストレスと抑うつ度
　父親の育児ストレスに関して抑うつ度が影響を

与えていることが分かった．父親の抑うつが３歳

半時点の子どもの行動的・情緒的問題と関連して

いることを示した研究21)では，父親が抑うつ的

であった子どもは行動面・情緒面の問題が多いと

表１．PSI総得点を従属変数とした重回帰分析
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いう結果が示されている．さらに，その理由の一

つとして父親が抑うつ的になると夫婦間葛藤が増

加し，その結果，子どもの問題につながるという

間接的影響の可能性も挙げられている．他にも，

１歳の子どもをもつ父親にインタビューを行い父

親の抑うつと養育行動の関連を調べた研究22)で

は，抑うつ的な父親はそうでない父親と比べて絵

本を読み聞かせるというポジティブな養育行動が

有意に少ないこと，子どもを叩くというネガティ

ブな養育行動が有意に多いことが示されている．

したがって，今回の結果や先行研究から父親が抑

うつ状態であると子どもの行動・情緒へのネガ

ティブな影響がある可能性があるといえる．

まとめ
　本研究により，父親の育児ストレスには「子ど

もの行動特性」，「ソーシャルサポート」，「抑うつ

度」が関連しているといえる．重回帰分析より，

子どもの「多動・不注意」傾向が強い，「抑うつ」

状態であること，「家族のサポート」が少ないと

いう３つの状態が相互に関連しあって父親の育児

ストレスが高くなるということが示唆された．そ

のため，これら３つの特徴を持つ父親に対しては

特に配慮して積極的に介入する必要がある．しか

し，今回は父親の育児ストレスと対処行動との関

連を明らかにすることは出来なかった．今回とは

別のストレス対処行動尺度を用いた研究が今後必

要だと考える．
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Child care stress in fathers who have preschoolers and affected factors of it
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Abstract

The aim of this study was to clarify child care stress and affective factors of it in mothers 

of preschool children. We asked mothers who have children aged 3 to 6 to check Parenting 

Stress Index/Short Form（PSI/SF），Strength and Difficulties Questionnaire（SDQ），Stress Coping 

Inventory，Social Support Index， K6. In the results, 86 fathers responded those questionnaires. 

Multiple regression analysis revealed hyperactivity scale score, depression score and support 

of family score correlated with PSI/SF score. Therefore, child care stress might be affected 

by various factors. 


